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第 1 章 IBM Contact Optimization システム・テーブルの概要

IBM® Contact Optimization システム・テーブル資料は、企業が統合のために IBM
Contact Optimization データ・モデルを理解できるようにすることを目的としてい
ます。

重要: 特に明示されない限り、(ユーザー・インターフェースを使わずに) 直接
Contact Optimization システム・テーブルを変更することは避けてください。
Contact Optimization システム・テーブルを直接変更すると、アプリケーションの
機能に問題が生じる可能性があり、発生した問題を IBM 技術サポートが解決する
ことがより困難になる場合があります。

システム・テーブル・レコードの追加属性の定義
システム・テーブル・リファレンスの「追加の属性」列では、各システム・テーブ
ルのフィールドに関する情報が収められています。「追加の属性」列に含まれてい
る各属性の意味を以下の定義で説明します。

表 1. システム・テーブル・レコードの追加属性

追加の属性 定義

1 次キー? そのフィールドが 1 次キーかどうか。

外部キー? そのフィールドが外部キーかどうか。

必須フィールド? テーブルで行の項目が有効であるためにそのフィールドが必須かどうか。

システム生成? オブジェクト作成時にシステム生成のデフォルト値がそのフィールドに入るかどうか。

システム生成値をオーバー
ライド?

システム生成値が提供される場合、ユーザーがデフォルト値を変更できるかどうか。

ユーザー入力? Campaign ユーザー・インターフェースを使ってユーザーがフィールドに入力するかど
うか。

作成時に格納? このフィールドの初期設定時にデータが設定されるかどうか。

保存時に格納? オブジェクトの初期作成後に、このフィールドの値を編集し、(保存時に) 変更できる
か。

実行時に格納? フローチャートの実行時にこのフィールドにデータが設定されるかどうか。

構成? このフィールドが構成パラメーターの影響を受けるかどうか。

© Copyright IBM Corp. 1999, 2017 1
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第 2 章 IBM Contact Optimization システム・テーブル・リフ
ァレンス

システム・テーブル・リファレンスでは、各 IBM Contact Optimization システ
ム・テーブルの詳細について説明します。以下の表に示されるデータ型は一般タイ
プであるため、システム・テーブルで使用されているデータベースによっては、ご
使用の IBM Contact Optimization インストール済み環境のものとは異なる場合が
あります。 IBM Contact Optimization システム・テーブルは、IBM Contact
Optimization のインストールの前に作成されたデータベースに保管されています。
データベースには、任意の名前を付けることができます。ODBC またはネイティブ
接続は、データベースへの接続を提供します。

UA_OptimizeProcess
このテーブルの項目は、IBM Campaign フローチャートに表示される単一の最適化
プロセス・ボックスを表します。

表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OptimizeID BIGINT 非
NULL

これはキャンペーン内で最適化プロセ
ス・ボックスを一意的に識別する内部
ID です。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

TempFlag INTEGER 非
NULL

このボックスの一時的な状態。

有効な値: 0 = 一時的でない 1 = 一
時的

10 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

FlowchartID INTEGER 非
NULL

最適化プロセス・ボックスが含まれる
フローチャートの固有 ID。この ID
は、フローチャートの作成時にシステ
ムによって割り当てられます。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

10 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CampaignID BIGINT 非
NULL

最適化プロセス・ボックスが含まれる
フローチャートを含むキャンペーンの
固有 ID。この ID は、キャンペーン
の作成時に IBM Campaign によって
割り当てられます。キャンペーンの
UA_IDSByType テーブルの次に使用
可能な値 (固有と想定される) が使用
されます。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

各 Contact Optimization セッション
の固有 ID。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ProcessName VARCHAR 非
NULL

(フローチャート内のプロセス・ボッ
クスの「一般」タブで) ユーザーによ
ってこのプロセス・ボックスに付けら
れた名前。

有効な値: 任意のテキスト文字 (名前
に用いることが一般的に禁止されてい
る特殊文字は除く)。

255 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

Status VARCHAR NULL 最適化プロセス・ボックスの状況。

有効な値: 'Free' または 'Busy'

16 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RunBy INTEGER NULL 前回このプロセス・ボックスを実行し
たユーザーの ID。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? いいえ

LastRunDate TIMESTAMP NULL 最適化プロセス・ボックスの前回の実
行 (フローチャート、ブランチ、プロ
セスの実行) 日時。実行されていない
場合、この値は NULL です。この値
はテスト実行では更新されません。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? はい
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RunResult VARCHAR NULL 前回の実行の結果。これは、実行の結
果に関するメタデータが含まれている
XML フィールドです。

有効な値: 最適化プロセスの実行の結
果が含まれている整形式 XML 文字
列。

2048 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

CreateDate TIMESTAMP NULL このプロセス・ボックスの作成日。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CreateBy INTEGER NULL このボックスを作成したユーザーの
ID。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

UpdateDate TIMESTAMP NULL 前回このプロセス・ボックスを変更し
た日時。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? はい
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表 2. UA_OptimizeProcess のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

UpdateBy INTEGER NULL このプロセス・ボックスを前回更新し
たユーザー。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 3. UA_OptimizeProcess の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。

UA_Campaign
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UACO_OCTBase
このテーブルには、セッションの最適化済みコンタクト・テーブル (OCT) の作成に
使用するすべての列が含まれます。

表 4. UACO_OCTBase のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ContactID BIGINT 非
NULL

特定のフローチャートから発生する潜
在的コンタクトの固有 ID。この番号
は、フローチャート全体で固有の番号
です。このテーブルの項目は、IBM
Contact Optimization によってコン
タクトが最適化され、受け入れられた
ことを意味します。このフィールドは
OCT に現れます。

有効な値: 任意の数値。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

OptimizeID BIGINT 非
NULL

この特定のトランザクションを生成し
た最適化プロセス・ボックスの固有
ID。このフィールドは OCT に現れ
ます。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい
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表 4. UACO_OCTBase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OutputScore DOUBLE 非
NULL

最適化の際に Contact Optimization
によって使用されたスコア。IBM
Campaign から渡されたスコアはス
コア行列でオーバーライドされる可能
性があるので、このスコアをここに記
録しておく必要があります。このフィ
ールドは OCT に現れます。

有効な値: 任意の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい

UACO_OfferSeg
このテーブルには、スコア行列のオファーとセグメントの交差部で使用されるスコ
アが含まれます。

表 5. UACO_OfferSeg のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

Contact Optimization セッションの
固有 ID。

有効な値: UACO_OptSession テーブル
の任意の有効な ACOSessionID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 5. UACO_OfferSeg のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

SegmentID BIGINT 非
NULL

スコア行列の戦略的セグメントの固有
ID。

有効な値: UA_Segment テーブルの任
意の SegmentID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

OfferID BIGINT 非
NULL

スコア行列のオファーの固有 ID。

有効な値: UA_Offer テーブルの任意
の有効な OfferID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 5. UACO_OfferSeg のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

Score DOUBLE 非
NULL

これは、この特定の行のオファー ID
とセグメント ID がトランザクショ
ンのオファーまたはセグメントと一致
するときに使用されるスコアです。

有効な値: 任意の正の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 6. UACO_OfferSeg の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_SesnSegment このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するセグ
メント」の 2 つの項目の定義に寄与します。

UACO_SesnOffer このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するオフ
ァー」の 2 つの項目の定義に寄与します。
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UACO_OptSession
このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのすべての
メタデータを表します。

表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

各 Contact Optimization セッショ
ンの固有 ID。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構
成パラメーター値の範囲内にある、
グローバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

FolderID BIGINT 非
NULL

フォルダーの固有 ID。この ID
は、フォルダーの新規作成時にシス
テムによって割り当てられます。フ
ォルダー ID は 100 または
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ターの値のうちの大きい方から始ま
ります。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構
成パラメーター値の範囲内にある、
グローバルに一意な正整数。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

名前 VARCHAR 非
NULL

Contact Optimization セッションの
名前。

有効な値: 任意のテキスト文字 (名前
に用いることが一般的に禁止されて
いる特殊文字は除く)。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

Objective VARCHAR NULL ユーザーがフリー・フォームで入力
するセッションの目的 (オプショ
ン)。

有効な値: 任意のテキスト文字

512 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

説明 VARCHAR NULL ユーザーがフリー・フォームで入力
するセッションの説明 (オプショ
ン)。

有効な値: 任意のテキスト文字

512 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

AudienceName VARCHAR 非
NULL

セッションのオーディエンス・レベ
ル。セッションの作成後は、この値
を変更しないでください。このオー
ディエンス・レベルで
OCT/PCT/POA が生成されます。
この有効な値は、構成システムに保
管されます。

有効な値: 任意のオーディエンス・
レベル。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

TemplateTable
Name

VARCHAR NULL これは、すべてのユーザー定義フィ
ールドのテンプレートとして使用さ
れるテーブルの名前です。このテー
ブルの各フィールドは生成時に PCT
に追加されるので、ユーザーは PCT
をカスタマイズして、ルールで使用
するフィールドを含めることができ
ます。セッションの作成後は、この
列の値を変更しないでください。 1)
このテーブルはシステム・テーブル
の一部である必要があります。 2)
この値として NULL を指定できま
す。これは、セッションでユーザー
定義列を使用しないことを意味しま
す。

有効な値: テンプレート・テーブル
名の構成にリストされた任意のテー
ブル。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? 構成からの有効
な値。

AgentChannel
Name

VARCHAR NULL 64 1 次キー? いいえ

AgentInfoTemplate
Table

VARCHAR NULL 各テーブルには、エージェントの一
意な識別値 (ID) およびエージェン
トのキャパシティーが含まれます。
これらのテーブルは Campaign シス
テム・データベース上に存在してい
る必要があります。

64 1 次キー? いいえ

AgentCustomerRel
TemplateTable

VARCHAR NULL Agent Customer Relationship テー
ブルには、エージェントの一意な識
別値 (ID) および関連付けられた顧
客のオーディエンス ID が含まれま
す。このテーブルは IBM Campaign
システム・データベース上に存在し
ている必要があります。オーディエ
ンス ID のオーディエンス・レベル
は、使用している Contact
Optimization セッションのオーディ
エンス・レベルと同じなければなり
ません。

64 1 次キー? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

PCTName VARCHAR 非
NULL

これは、このセッションに関連付け
られている PCT テーブルの名前で
す。このテーブルは、システム・テ
ーブルと同じスキーマにあります。
このテーブルには、関係するキャン
ペーンからのすべての推奨コンタク
トが含まれます。

有効な値: このテーブル名の形式
は、UACO_PCTXXXXXXXXXX という形式
を使用してソフトウェアで定義され
ます。XXXXXXXXXX は 0 で埋め込ま
れた 10 桁の ACOSessionID です。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい

OCTName VARCHAR 非
NULL

これは、このセッションの OCT テ
ーブルの名前です。 OCT には、
Contact Optimization が PCT から
受け入れたすべてのトランザクショ
ンが含まれます。このフィールドは
NULL にすることはできません。

有効な値: このテーブル名の形式
は、UACO_OCTXXXXXXXXXX という形式
を使用してソフトウェアで定義され
ます。XXXXXXXXXX は 0 で埋め込ま
れた 10 桁の ACOSessionID です。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

POAName VARCHAR 非
NULL

これは、このセッションの推奨オフ
ァー属性テーブルです。これには、
PCT で推奨されるオファーの属性の
値が含まれます。

有効な値: このテーブル名の形式
は、UACO_POAXXXXXXXXXX という形式
を使用してソフトウェアで定義され
ます。XXXXXXXXXX は 0 で埋め込ま
れた 10 桁の ACOSessionID です。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい

TrxnScoreField VARCHAR 非
NULL

このフィールドには、このセッショ
ンに関連する PCT (PCTName を参
照) のスコア・フィールドの名前が
格納されます。これは、PCT のトラ
ンザクションのスコア・フィールド
として使用されます。デフォルト
で、この列の値は PCT の
"ScorePerOffer" 列です。

有効な値: ユーザー・テンプレー
ト・テーブルからの任意の数値列ま
たは ScorePerOffer 列あるいはスコ
ア行列を示す特殊内部値。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ScoreAllOfferSeg DOUBLE 非
NULL

これは、値が割り当てられていない
オファーまたはセグメントの組み合
わせのためにデフォルトで使用され
る、スコア行列からのスコアです。

有効な値: 任意の正の数値のスコ
ア。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

SessionStatusID BIGINT 非
NULL

セッションの状況。この列で有効な
値については、UACO_SesnStatus テ
ーブルを参照してください。

有効な値: この列で有効な値につい
ては、UACO_SesnStatus テーブルを
参照してください。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? DDL の実行時
に割り当てられる。
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CustomSettings
Flag

INTEGER NULL 10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

CustomSettings
XML

VARCHAR NULL 4000 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CreateDate TIMESTAMP 非
NULL

このセッションが作成された日時。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい

CreateBy INTEGER 非
NULL

セッションを作成したユーザーの
ASM ユーザー ID。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

第 2 章 IBM Contact Optimization システム・テーブル・リファレンス 23



表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

UpdateDate TIMESTAMP 非
NULL

オブジェクトが前回更新 (編集およ
び保存) されたサーバー日時。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? はい

UpdateBy INTEGER 非
NULL

オブジェクトを前回更新したユーザ
ーの ASM ユーザー ID (初回のオブ
ジェクト作成の場合は CreateBy と
同じ)。

有効な値: 有効な ASM UserID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

PolicyID INTEGER 非
NULL

この現行セッションが属するセキュ
リティー・ポリシーの ID。

有効な値: IBM Marketing Platform
内の usm_policy テーブルの任意の
有効な PolicyID。

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ACLID INTEGER 非
NULL

将来に使用の予定。 10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 7. UACO_OptSession のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

LastRunType VARCHAR 非
NULL

これらの値は、前回実行された
Contact Optimization セッションの
実行タイプを示します。

有効な値: テスト実行、実稼働実
行、実行なし。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? いいえ

表 8. UACO_OptSession の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_SesnStatus このテーブルには、Contact Optimization セッション状況の有効な値のルッ
クアップが含まれます。このテーブルには、Contact Optimization の特定の
リリースで予期されている値が入っています。

UA_Folder

表 9. UACO_OptSession の子テーブル

テーブル名 説明

UA_OptimizeProcess このテーブルの項目は、IBM Campaign フローチャートに表示される単一の
最適化プロセス・ボックスを表します。

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

UACO_SesnOffer このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するオフ
ァー」の 2 つの項目の定義に寄与します。

UACO_SesnRunHist このテーブルには、実行されたセッションの実行の履歴が含まれます。これ
は、特定の実行によって生成されたレポート・ファイルを参照します。

UACO_SesnSegment このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するセグ
メント」の 2 つの項目の定義に寄与します。
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UACO_PCTBase
これは、PCT の生成に使用する基本テーブルです。このテーブルの列はすべて
PCT に自動的に表示されます。

表 10. UACO_PCTBase のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ContactID BIGINT 非
NULL

特定のフローチャートから発生する潜
在的コンタクトの固有 ID (Contact
Optimization によって割り当てられ
る)。この番号は、フローチャート全
体で固有の番号です。このフィールド
は PCT に現れます。

有効な値: Optimize ID に固有の増分
する正数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

OptimizeID BIGINT 非
NULL

このトランザクションを生成した最適
化プロセスのプロセス・ボックス
ID。このフィールドは PCT に現れま
す。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 10. UACO_PCTBase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ScorePerOffer DOUBLE 非
NULL

このフィールドには、IBM Campaign
によって提供される特定のトランザク
ションのスコアが含まれます。このフ
ィールドは PCT に現れます。

有効な値: 負ではない任意の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

CostPerOffer DOUBLE 非
NULL

このフィールドには、IBM Campaign
によって提供される特定のトランザク
ションのコストが含まれます。このフ
ィールドは PCT に現れます。

有効な値: 負ではない任意の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 10. UACO_PCTBase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OfferID BIGINT 非
NULL

推奨されるオファーの ID。このフィ
ールドは PCT に現れます。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

ContactDateTime TIMESTAMP 非
NULL

このトランザクションが受信者に届く
予定の日時。このフィールドは PCT
に現れます。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい
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表 10. UACO_PCTBase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

チャネル VARCHAR 非
NULL

このオファーの送達に使用されるチャ
ネル。 (チャネルはオファー属性です
が、Contact Optimization がトラン
ザクションを最適化するために必要で
あるため、このテーブルに非正規化さ
れます。ルールはチャネルに基づいて
構築される場合があるからです。)こ
のフィールドは PCT に現れます。

有効な値: 任意のテキスト文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

OfferCRC BIGINT 非
NULL

これは、オファーおよびそのすべての
属性に対して生成される CRC で
す。これを使用することで、オファー
のバージョンの違いを素早く識別でき
ます。これは、レポートのためだけに
使用されます。

有効な値: 任意の数値。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 10. UACO_PCTBase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CellCode VARCHAR 非
NULL

この受信者に対して IBM Campaign
で割り当てられるセル・コード。

有効な値: サーバー・システム・コー
ド CellCodeFormat 構成パラメータ
ーによって指定されるセル・コード形
式を満たす任意の文字列。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい

TempOfferHistID BIGINT 非
NULL

この ID は、オファー属性の固有の
セットを相関させるために使用しま
す。多くのオファーが同じオファー履
歴 ID を持つことになる場合がある
からです。

有効な値: 任意の数値。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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UACO_POABase
このテーブルには、セッションのパラメーター化オファー属性 (POA) テーブルの
作成に使用するすべての列が含まれます。

表 11. UACO_POABase のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

TempOfferHistID BIGINT 非
NULL

特定のフローチャートから発生する潜
在的コンタクトの固有 ID。この番号
は、フローチャート全体で固有の番号
です。このフィールドは、特定のセッ
ションの POA に現れます。

有効な値: 任意の数値。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

OptimizeID BIGINT 非
NULL

これは PCTBase の OptimizeID と
同じですが、削除操作を高速化するた
めにこのテーブルに非正規化されま
す。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 11. UACO_POABase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

AttributeID BIGINT 非
NULL

オファー属性の ID。 PCT に含まれ
ているオファーはどれも、このテーブ
ルに 0 個以上の属性を持ちます。
PCT に含まれているすべてのオファ
ーの属性はどれも、このテーブルに固
有値が収められています。このフィー
ルドは、特定のセッションの POA
に現れます。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? はい

構成? いいえ

StringValue VARCHAR NULL どの行についても、
StringValue、NumberValue、または
DatetimeValue という 3 つのフィー
ルドのうちの 1 つだけにデータが取
り込まれます。データが取り込まれる
フィールドは、この AttributeID の
UA_AttributeDef.AttributeType フ
ィールドに基づいて決まります。通貨
は NumberValue に取り込まれま
す。このフィールドは、特定のセッシ
ョンの POA に現れます。

有効な値: 任意のテキスト文字。

512 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 11. UACO_POABase のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

NumberValue DOUBLE NULL どの行についても、
StringValue、NumberValue、または
DatetimeValue という 3 つのフィー
ルドのうちの 1 つだけにデータが取
り込まれます。データが取り込まれる
フィールドは、この AttributeID の
UA_AttributeDef.AttributeType フ
ィールドに基づいて決まります。通貨
は NumberValue に取り込まれま
す。このフィールドは、特定のセッシ
ョンの POA に現れます。

有効な値: 任意の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ

DatetimeValue TIMESTAMP NULL どの行についても、
StringValue、NumberValue、または
DatetimeValue という 3 つのフィー
ルドのうちの 1 つだけにデータが取
り込まれます。データが取り込まれる
フィールドは、この AttributeID の
UA_AttributeDef.AttributeType フ
ィールドに基づいて決まります。通貨
は NumberValue に取り込まれま
す。このフィールドは、特定のセッシ
ョンの POA に現れます。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい
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UACO_RConstraint
このテーブルには、ルールごとに、ルールの制約の一般的なタイプとその値のセッ
トが、特定のサブセクションへの関連付けに従って収められています。

表 12. UACO_RConstraint のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleID BIGINT 非
NULL

ルールのインスタンスを識別するため
に使用されるシステム生成の固有
ID。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RCTypeID BIGINT 非
NULL

ルールの制約のタイプ。

有効な値: 1 = MinCost (浮動小数点
>=0) 2 = MaxCost (浮動小数点 >=0)
3 = MinCount (数値 >= 0) 4 =
MaxCount (数値 >=0) 5 = 日数 (0
= この最適化期間) 6 = フィルターの
副照会 (XML) 7 = チャネル・フィル
ターの副照会 (XML) 8 = 感度が有効
かどうか (1 = 有効、0 = 無効)

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。
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表 12. UACO_RConstraint のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubsectionID BIGINT 非
NULL

特定の制約が属するルールの部分を識
別する ID。例えば、ルールの制約に
1 つの部分しかない場合、その制約は
必ずセクション A の部分になります
が、ルールに複数の部分がある場合
(A/B ルール)、A と B の両方に制約
があります。

有効な値: 1= セクション A 2 = セ
クション B

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

StringValue VARCHAR 非
NULL

どの制約タイプにも固有の有効な値セ
ットがあります。 XML をこのフィ
ールドに保管する制約もあれば、数値
をこのフィールドに保管する制約もあ
ります。例えば、MinCost 制約の値
が 10.12 であれば、列に入るストリ
ングは 10.12 になります。

有効な値: ルールの制約タイプによっ
て異なる (詳しくは、RCTypeID の
有効な値を参照)。

2048 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 13. UACO_RConstraint の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

UACO_RCType このテーブルには、ルールの制約の有効な値のルックアップが含まれます。
このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されてい
る値が入っています。

UACO_RSubsection このテーブルには、有効なサブセクション値のルックアップが含まれます。
このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されてい
る値が入っています。
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UACO_RCType
このテーブルには、ルールの制約の有効な値のルックアップが含まれます。このテ
ーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が入って
います。

表 14. UACO_RCType のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RCTypeID BIGINT 非
NULL

ルールの制約のタイプ。

有効な値: 1 = MinCost (浮動小数点
>=0) 2 = MaxCost (浮動小数点 >=0)
3 = MinCount (数値 >= 0) 4 =
MaxCount (数値 >=0) 5 = 日数 (0
= この最適化期間) 6 = フィルターの
副照会 (XML) 7 = チャネル・フィル
ターの副照会 (XML) 8 = 感度が有効
かどうか (1 = 有効、0 = 無効)

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

説明 VARCHAR NULL ルールの制約のタイプの説明。

有効な値: 任意のテキスト文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

表 15. UACO_RCType の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_RConstraint このテーブルには、ルールごとに、ルールの制約の一般的なタイプとその値
のセットが、特定のサブセクションへの関連付けに従って収められていま
す。
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UACO_RException
このテーブルは、ユーザーによって追加される例外ルールのリストを保管するため
に使用されます。

表 16. UACO_RException のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleExID BIGINT 非
NULL

例外ルール ID。

有効な値: 正整数

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RuleID BIGINT 非
NULL 有効な値: 生成値の

internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 16. UACO_RException のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleExName VARCHAR NULL 例外ルールの名前。

有効な値: テキスト

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 17. UACO_RException の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

表 18. UACO_RException の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_RExConstraint このテーブルは、例外制約とその値のリストを保管するために使用されま
す。
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UACO_RExConstraint
このテーブルは、例外制約とその値のリストを保管するために使用されます。

表 19. UACO_RExConstraint のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleExID BIGINT NULL 例外ルール ID。

有効な値: 正整数

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RExTypeID BIGINT NULL 例外制約タイプ ID。

有効な値: 正整数

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 19. UACO_RExConstraint のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

StringValue VARCHAR 非
NULL

例外制約の値。

有効な値: テキスト

1024 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 20. UACO_RExConstraint の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_RExType このテーブルは、サポートされている例外制約タイプのリストを保管するた
めに使用されます。

UACO_RException このテーブルは、ユーザーによって追加される例外ルールのリストを保管す
るために使用されます。
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UACO_RExType
このテーブルは、サポートされている例外制約タイプのリストを保管するために使
用されます。

表 21. UACO_RExType のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RExTypeID BIGINT 非
NULL

例外制約タイプ ID。

有効な値: 正整数

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

説明 VARCHAR NULL 例外制約タイプの説明。

有効な値: テキスト

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 22. UACO_RExType の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_RExConstraint このテーブルは、例外制約とその値のリストを保管するために使用されま
す。
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UACO_ROffer
このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファーのセットが含まれ
ます。

表 23. UACO_ROffer のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleID BIGINT 非
NULL

ルールのインスタンスを識別するため
に使用されるシステム生成の固有
ID。

有効な値: UACO_RConstraint テーブ
ルの任意の有効な RuleID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

OfferID BIGINT 非
NULL

このルールの適用対象とするオファー
の固有 ID。

有効な値: UA_Offer テーブルの任意
の有効な OfferID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 23. UACO_ROffer のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubsectionID BIGINT 非
NULL

特定の制約が属するルールの部分を識
別する ID。例えば、ルールの制約に
1 つの部分しかない場合、その制約は
必ずセクション A の部分になります
が、ルールに複数の部分がある場合
(A/B ルール)、A と B の両方に制約
があります。

有効な値: 1= セクション A 2 = セ
クション B

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 24. UACO_ROffer の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

UACO_RSubsection このテーブルには、有効なサブセクション値のルックアップが含まれます。
このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されてい
る値が入っています。

UA_Offer
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UACO_ROfferList
このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファー・リストのセット
が含まれます。

表 25. UACO_ROfferList のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OfferListID BIGINT 非
NULL

このルールの有効範囲で使用されるオ
ファー・リストの ID。

有効な値: UA_OfferList テーブルの
任意の有効な OfferListID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RuleID BIGINT 非
NULL

ルールのインスタンスを識別するため
に使用されるシステム生成の固有
ID。

有効な値: UACO_RConstraint テーブ
ルの任意の有効な RuleID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 25. UACO_ROfferList のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubsectionID BIGINT 非
NULL

特定の制約が属するルールの部分を識
別する ID。例えば、ルールの制約に
1 つの部分しかない場合、その制約は
必ずセクション A の部分になります
が、ルールに複数の部分がある場合
(A/B ルール)、A と B の両方に制約
があります。

有効な値: 1= セクション A 2 = セ
クション B

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

表 26. UACO_ROfferList の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

UA_OfferList

UACO_RSubsection このテーブルには、有効なサブセクション値のルックアップが含まれます。
このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されてい
る値が入っています。
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UACO_RSegment
このテーブルには、特定のサブセクションのルールを制約するセグメントのセット
が含まれます。

表 27. UACO_RSegment のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

SegmentID BIGINT 非
NULL

ルールの有効範囲となる戦略的セグメ
ントの ID。

有効な値: UA_Segment テーブルの任
意の有効な SegmentID。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RuleID BIGINT 非
NULL

ルールのインスタンスを識別するため
に使用されるシステム生成の固有
ID。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 27. UACO_RSegment のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubsectionID BIGINT 非
NULL

特定の制約が属するルールの部分を識
別する ID。例えば、ルールの制約に
1 つの部分しかない場合、その制約は
必ずセクション A の部分になります
が、ルールに複数の部分がある場合
(A/B ルール)、A と B の両方に制約
があります。

有効な値: 1= セクション A 2 = セ
クション B

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 28. UACO_RSegment の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。

UACO_RSubsection このテーブルには、有効なサブセクション値のルックアップが含まれます。
このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されてい
る値が入っています。
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UACO_RSubsection
このテーブルには、有効なサブセクション値のルックアップが含まれます。このテ
ーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が入って
います。

表 29. UACO_RSubsection のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubsectionID BIGINT 非
NULL

特定の制約が属するルールの部分を識
別する ID。例えば、ルールの制約に
1 つの部分しかない場合、その制約は
必ずセクション A の部分になります
が、ルールに複数の部分がある場合
(A/B ルール)、A と B の両方に制約
があります。

有効な値: 1= セクション A 2 = セ
クション B

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

説明 VARCHAR NULL ルール・サブセクションの説明。

有効な値: 任意のテキスト文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

表 30. UACO_RSubsection の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_RConstraint このテーブルには、ルールごとに、ルールの制約の一般的なタイプとその値
のセットが、特定のサブセクションへの関連付けに従って収められていま
す。
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表 30. UACO_RSubsection の子テーブル (続き)

テーブル名 説明

UACO_ROffer このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファーのセットが
含まれます。

UACO_ROfferList このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファー・リストの
セットが含まれます。

UACO_RSegment このテーブルには、特定のサブセクションのルールを制約するセグメントの
セットが含まれます。

UACO_Rule
このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの基本的
な説明が含まれます。

表 31. UACO_Rule のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleID BIGINT 非
NULL

ルールのインスタンスを識別するため
に使用されるシステム生成の固有
ID。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 31. UACO_Rule のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

名前 VARCHAR 非
NULL

ルールの名前。同じセッション内で
は、ルール名が固有である必要があり
ます。

有効な値: 任意のテキスト文字 (名前
に用いることが一般的に禁止されてい
る特殊文字は除く)。セッション内で
固有の名前である必要があります。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

説明 VARCHAR NULL ルールの説明 (オプション)。

有効な値: 任意のテキスト文字

512 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 31. UACO_Rule のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleTypeID BIGINT 非
NULL

ルールのタイプ。

有効な値: 1 = 顧客、付加/除外のみ
2 = 対話、付加/除外のみ 3 = 最小/
最大オファー数 4 = 最大パッケージ
数 5 = 最小/最大総コスト 6 = 最
小/最大オファー数 7 = 使用されな
い 8 = 一意のオファーの最小数 9 =
最大重複数 10 = A と B を共に送ら
ない 11 = A の後に B を送らない
12 = A を送った場合のみ B を送る

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RuleSubtypeID BIGINT 非
NULL

ルール・タイプをさらに限定するため
の ID。

有効な値: 1 = なし 2 = 付加 3 - 除
外

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 31. UACO_Rule のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

ルールが属するセッションを一意的に
識別する ID。

有効な値: UACO_OptSession テーブル
の任意の有効な ACOSessionID。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

CreateDate TIMESTAMP 非
NULL

ルールが作成されたサーバー日時。

有効な値: 有効な日時

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい

第 2 章 IBM Contact Optimization システム・テーブル・リファレンス 53



表 31. UACO_Rule のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CreateBy INTEGER 非
NULL

このルールを作成したユーザーの
ASM ユーザー ID。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

UpdateDate TIMESTAMP 非
NULL

ルールが前回更新 (編集および保存)
されたサーバー日時。初回のルール作
成の場合は CreateDate と同じ。

有効な値: 有効な日時

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? はい
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表 31. UACO_Rule のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

UpdateBy INTEGER 非
NULL

ルールを前回更新したユーザーの
ASM ユーザー ID (初回のルール作
成の場合は CreateBy と同じ)。

有効な値: 有効な ASM ユーザー ID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 32. UACO_Rule の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_RuleType このテーブルには、セッション内で作成されるルールでデータ保全性を施行
するために使用されるルール・タイプのルックアップが含まれます。このテ
ーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が
入っています。

UACO_RuleSubtype このテーブルには、ルールを説明するために使用するルール・サブタイプの
ルックアップが含まれます。このテーブルには、Contact Optimization の特
定のリリースで予期されている値が入っています。

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。

表 33. UACO_Rule の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_RConstraint このテーブルには、ルールごとに、ルールの制約の一般的なタイプとその値
のセットが、特定のサブセクションへの関連付けに従って収められていま
す。

UACO_RException このテーブルは、ユーザーによって追加される例外ルールのリストを保管す
るために使用されます。

UACO_ROffer このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファーのセットが
含まれます。

UACO_ROfferList このテーブルには、サブセクションのルールを制約するオファー・リストの
セットが含まれます。

UACO_RSegment このテーブルには、特定のサブセクションのルールを制約するセグメントの
セットが含まれます。
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UACO_RuleSubtype
このテーブルには、ルールを説明するために使用するルール・サブタイプのルック
アップが含まれます。このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリース
で予期されている値が入っています。

表 34. UACO_RuleSubtype のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleSubtypeID BIGINT 非
NULL

ルール・タイプをさらに限定するため
の ID。

有効な値: 1 = なし 2 = 付加 3 =
除外

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

説明 VARCHAR 非
NULL

このルール・サブタイプの説明。

有効な値: 任意のテキスト文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

表 35. UACO_RuleSubtype の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。
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UACO_RuleType
このテーブルには、セッション内で作成されるルールでデータ保全性を施行するた
めに使用されるルール・タイプのルックアップが含まれます。このテーブルには、
Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が入っています。

表 36. UACO_RuleType のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RuleTypeID BIGINT 非
NULL

ルール・タイプの ID。

有効な値: 1 = 顧客、付加/除外のみ
2 = 対話、付加/除外のみ 3 = 最小/
最大オファー数 4 = 最大パッケージ
数 5 = 最小/最大総コスト 6 = 最
小/最大オファー数 7 = 使用されな
い 8 = 一意のオファーの最小数 9 =
最大重複数 10 = A と B を共に送ら
ない 11 = A の後に B を送らない
12 = A を送った場合のみ B を送る

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

説明 VARCHAR NULL ルール・タイプの説明。

有効な値: 任意の文字ストリング。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に作成される。

表 37. UACO_RuleType の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_Rule このテーブルには、Contact Optimization セッションで使用されるルールの
基本的な説明が含まれます。
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UACO_SesnOffer
このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するオファー」
の 2 つの項目の定義に寄与します。

表 38. UACO_SesnOffer のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OfferID BIGINT 非
NULL

最適化セッションに含まれるオファー
の固有 ID。

有効な値: UA_Offer テーブルの任意
の有効な OfferID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

Contact Optimization セッションを
一意的に識別する ID。

有効な値: UACO_OptSession テーブル
の任意の有効な ACOSessionID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 38. UACO_SesnOffer のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

OfferOrder INTEGER 非
NULL

この値は、レポートでオファーを表示
する順序を指定するために使用されま
す。

有効な値: この ACOSessionID を表
す、すべての項目に渡って固有の番
号。増加していく非ゼロの正整数でな
ければなりません。

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ScoreAllSegments DOUBLE 非
NULL

これは、現在行で指定されている
OfferID との間のスコア値が
UACO_OfferSeg にないすべてのセグメ
ントのためのスコアです。スコア行列
を評価する際、オファーとセグメント
の組み合わせに対する明示的な値が
UACO_OfferSeg テーブルから得られな
い場合、このスコアが使用されます。

有効な値: 任意の正の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 38. UACO_SesnOffer のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

Enable INTEGER 非
NULL

この値は、ScoreAllSegments に保管
される値が有効であることを示す標識
として使用されます。この値が 1 に
設定される場合、ScoreAllSegments
の値が使用されます。それ以外の場
合、オファーとセグメントの交差部の
スコアを判別する際にこの値は無視さ
れます。

有効な値: 0 または 1

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 39. UACO_SesnOffer の親テーブル

テーブル名 説明

UA_Offer

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。

表 40. UACO_SesnOffer の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_OfferSeg このテーブルには、スコア行列のオファーとセグメントの交差部で使用され
るスコアが含まれます。
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UACO_SesnRunHist
このテーブルには、実行されたセッションの実行の履歴が含まれます。これは、特
定の実行によって生成されたレポート・ファイルを参照します。

表 41. UACO_SesnRunHist のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RunID BIGINT 非
NULL

セッション実行の ID。特定のセッシ
ョンを実行するたびに、この数値は自
動的に増分されます。

有効な値: 生成値の
internalIDLowerLimit 構成パラメー
ター値と internalIDUpperLimit 構成
パラメーター値の範囲内にある、グロ
ーバルに一意な正整数。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

各セッションを一意的に識別する
ID。

有効な値: UACO_OptSession テーブル
の任意の有効な ACOSessionID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 41. UACO_SesnRunHist のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RunBy INTEGER 非
NULL

セッションを前回実行したユーザーの
ASM ユーザー ID。

有効な値: 有効な ASM UserID

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

StartTime TIMESTAMP 非
NULL

セッション実行が開始された日時。

有効な値: 有効な日時

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? はい
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表 41. UACO_SesnRunHist のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

EndTime TIMESTAMP NULL セッション実行が完了された日時。

有効な値: 有効な日時。

23,3 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? はい

FinalStatus VARCHAR NULL セッション実行の最終状況の XML
ストリング。

有効な値: XML ストリング。

1028 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? はい

構成? いいえ
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表 41. UACO_SesnRunHist のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

ReportFileName VARCHAR 非
NULL

この特定のセッション実行で生成され
るレポート・ファイルの名前。

有効な値: ACOSessionID を使用して
システムで生成される任意の有効なフ
ァイル名。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RunTypeID BIGINT 非
NULL

実行のタイプ。

有効な値: 1 = 実稼働実行 2 = テス
ト実行

19 1 次キー? いいえ

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に生成される

表 42. UACO_SesnRunHist の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_SesnRunType このテーブルには、有効な実行タイプのルックアップが含まれます。このテ
ーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が
入っています。

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。
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UACO_SesnRunType
このテーブルには、有効な実行タイプのルックアップが含まれます。このテーブル
には、Contact Optimization の特定のリリースで予期されている値が入っていま
す。

表 43. UACO_SesnRunType のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

RunTypeID BIGINT 非
NULL

これは、IBM Campaign セッション
実行タイプを列挙します (テスト・モ
ードを除く)。

有効な値: 1 = 実稼働実行 2 = テス
ト実行

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に生成される

説明 VARCHAR NULL 実行タイプの説明。

有効な値: 任意の文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に生成される。

表 44. UACO_SesnRunType の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_SesnRunHist このテーブルには、実行されたセッションの実行の履歴が含まれます。これ
は、特定の実行によって生成されたレポート・ファイルを参照します。
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UACO_SesnSegment
このテーブルは、このセッションで使用されるスコア行列と「表示するセグメン
ト」の 2 つの項目の定義に寄与します。

表 45. UACO_SesnSegment のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

SegmentID BIGINT 非
NULL

戦略的セグメントの ID。

有効な値: UA_Segment テーブルの任
意の SegmentID。

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ACOSessionID BIGINT 非
NULL

各セッションを一意的に識別する
ID。

有効な値: UACO_OptSession テーブル
の任意の有効な ACOSessionID。

19 1 次キー? はい

外部キー? はい

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 45. UACO_SesnSegment のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

SegmentOrder INTEGER 非
NULL

スコア行列を適用する際の評価に使用
するセグメントの順序。スコア行列の
値はセグメントとオファーの組み合わ
せであるため、理論上はオーディエン
ス・レベルを複数のセグメントに置く
ことができます。 SegmentOrder
は、最初にチェックされるものを定義
します。最初に一致するセグメントが
トランザクションのスコアの判別に使
用されます。これは、レポートのため
の表示順序としても使用されます。

有効な値: この ACOSessionID を表
す、すべての項目に渡って固有の番
号。増加していく非ゼロの正整数でな
ければなりません。

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? はい

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

ScoreAllOffers DOUBLE 非
NULL

これは、現在行で指定されている
SegmentID との間のスコア値が
UACO_OfferSeg にないすべてのオファ
ーのためのスコアです。スコア行列を
評価する際、オファーとセグメントの
組み合わせに対する明示的な値が
UACO_OfferSeg テーブルから得られな
い場合、このスコアが使用されます。

有効な値: 任意の正の数値。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 45. UACO_SesnSegment のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

Enable INTEGER 非
NULL

この値は、ScoreAllOffers に保管され
る値が有効であることを示す標識とし
て使用されます。この値が 1 に設定
される場合、ScoreAllOffers の値が使
用されます。それ以外の場合、オファ
ーとセグメントの交差部のスコアを判
別する際にこの値は無視されます。

有効な値: 0 または 1

10 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? はい

保存時に格納? はい

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

表 46. UACO_SesnSegment の親テーブル

テーブル名 説明

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。

表 47. UACO_SesnSegment の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_OfferSeg このテーブルには、スコア行列のオファーとセグメントの交差部で使用され
るスコアが含まれます。
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UACO_SesnStatus
このテーブルには、Contact Optimization セッション状況の有効な値のルックアッ
プが含まれます。このテーブルには、Contact Optimization の特定のリリースで予
期されている値が入っています。

表 48. UACO_SesnStatus のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

SessionStatusID BIGINT 非
NULL

このセッションの状況。

有効な値: 1 = 空き 2 = ロック

19 1 次キー? はい

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? はい

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に割り当てられる。

説明 VARCHAR NULL SessionStatusID の値の説明。

有効な値: 任意のテキスト文字。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? いい
え

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? いいえ

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? DDL の実行時
に割り当てられる。

表 49. UACO_SesnStatus の子テーブル

テーブル名 説明

UACO_OptSession このテーブルの項目は、単一の Contact Optimization セッションとそのす
べてのメタデータを表します。
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UACO_UserTable
これは、セッションの作成時間中に PCT に対して追加列を定義するためにユーザ
ーが指定できるユーザー・テーブルの例です。

表 50. UACO_UserTable のフィールドの説明

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

CharColumn CHAR NULL char ベースの列をユーザー定義列と
して使用する例。セッション作成の一
部となるようユーザーがこのテーブル
を選択する場合、このテーブルの各列
は PCT の一部となります。

20 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

RealColumn DOUBLE NULL real ベースの列をユーザー定義列と
して使用する例。セッション作成の一
部となるようユーザーがこのテーブル
を選択する場合、このテーブルの各列
は PCT の一部となります。

53 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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表 50. UACO_UserTable のフィールドの説明 (続き)

フィールド名 型 NULL? 説明 長さ 追加の属性

IntColumn BIGINT 非
NULL

int ベースの列をユーザー定義列とし
て使用する例。セッション作成の一部
となるようユーザーがこのテーブルを
選択する場合、このテーブルの各列は
PCT の一部となります。

19 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ

VarCharColumn VARCHAR NULL varchar ベースの列をユーザー定義列
として使用する例。セッション作成の
一部となるようユーザーがこのテーブ
ルを選択する場合、このテーブルの各
列は PCT の一部となります。

64 1 次キー? いいえ

外部キー? いいえ

必須フィールド? はい

システム生成? いいえ

システム生成値をオー
バーライド? いいえ

ユーザー入力? はい

作成時に格納? いいえ

保存時に格納? いいえ

実行時に格納? いいえ

構成? いいえ
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IBM 技術サポートへの問い合わせ

資料を参照しても解決できない問題が発生した場合は、貴社の指定サポート窓口か
ら IBM 技術サポートに問い合わせることができます。このガイドラインを使用し
て、問題を効率的かつ正しく解決してください。

貴社の指定サポート窓口以外の方は、社内の IBM 管理者にお問い合わせくださ
い。

注: 技術サポートは、API スクリプトの書き込みまたは作成を行いません。 API オ
ファリングの実装で支援が必要な場合は、IBM 専門サービスにお問い合わせくださ
い。

収集する情報

IBM 技術サポートに連絡する前に、以下の情報を収集しておいてください。

v 問題の性質についての簡単な説明

v 問題の発生時に表示されるエラー・メッセージの詳細。

v 問題を再現するための詳しい手順。

v 関連するログ・ファイル、セッション・ファイル、構成ファイル、およびデー
タ・ファイル。

v 製品およびシステム環境に関する情報 (この情報は「システム情報」の説明から
得られます)。

システム情報

IBM 技術サポートにお問い合わせいただいた際に、技術サポートではお客様の環境
に関する情報をお尋ねすることがあります。

問題がログインの妨げになっていない場合、この情報の多くは「バージョン情報」
ページから得られます。このページでは、インストール済みの IBM アプリケーシ
ョンに関する情報が提供されています。

「バージョン情報」ページには、「ヘルプ」>「バージョン情報」を選択することに
よってアクセスできます。「バージョン情報」ページにアクセスできない場合、
version.txt ファイルをご確認ください。このファイルはアプリケーションのイン
ストール・ディレクトリーの下にあります。

IBM 技術サポートの連絡先情報

IBM 技術サポートへのお問い合わせについては、IBM Product Technical Support
Web サイト: (http://www.ibm.com/support/entry/portal/open_service_request)
を参照してください。

注: サポート要求を入力するには、IBM アカウントを使ってログインする必要があ
ります。このアカウントを IBM カスタマー番号にリンクする必要があります。ア
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カウントを IBM カスタマー番号に関連付ける方法については、サポート・ポータ
ルの「サポート・リソース」>「ライセンス付きソフトウェア・サポート」を参照し
てください。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510
東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。IBM およ
びその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提供
し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべ
ての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によって
は、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限を
受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜の
ため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありま
せん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではあり
ません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation
B1WA LKG1
550 King Street
Littleton, MA 01460-1250
U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

表示されている IBM の価格は IBM が小売り価格として提示しているもので、現行
価格であり、通知なしに変更されるものです。卸価格は、異なる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
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においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
これらのサンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるも
のであり、いかなる保証も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプル・プ
ログラムの使用から生ずるいかなる損害に対しても一切の責任を負いません。

この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの図表は表示さ
れない場合があります。

商標
IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された International
Business Machines Corporation の商標です。他の製品名およびサービス名等は、
それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リ
ストについては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

プライバシー・ポリシーおよび利用条件に関する考慮事項
サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品
(「ソフトウェア・オファリング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エン
ド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的のた
めに、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。 Cookie
とは Web サイトからお客様のブラウザーに送信できるデータで、お客様のコンピ
ューターを識別するタグとしてそのコンピューターに保存されることがあります。
多くの場合、これらの Cookie により個人情報が収集されることはありません。ご
使用の「ソフトウェア・オファリング」が、これらの Cookie およびそれに類する
テクノロジーを通じてお客様による個人情報の収集を可能にする場合、以下の具体
的事項をご確認ください。

このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション管理、
お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的のために、それぞれ
のお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セッションごとの Cookie お
よび持続的な Cookie を使用して収集する場合があります。これらの Cookie は無
効にできますが、その場合、これらを有効にした場合の機能を活用することはでき
ません。

Cookie およびこれに類するテクノロジーによる個人情報の収集は、各国の適用法令
等による制限を受けます。この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie および
さまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザーから個人情報を収集する機能
を提供する場合、 お客様は、個人情報を収集するにあたって適用される法律、ガイ
ドライン等を遵守する必要があります。これには、エンド・ユーザーへの通知や同
意取得の要求も含まれますがそれらには限られません。

お客様は、IBM の使用にあたり、(1) IBM およびお客様のデータ収集と使用に関す
る方針へのリンクを含む、お客様の Web サイト利用条件 (例えば、プライバシ
ー・ポリシー) への明確なリンクを提供すること、(2) IBM がお客様に代わり閲覧
者のコンピューターに、Cookie およびクリア GIF または Web ビーコンを配置す
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ることを通知すること、ならびにこれらのテクノロジーの目的について説明するこ
と、および (3) 法律で求められる範囲において、お客様または IBM が Web サイ
トへの閲覧者の装置に Cookie およびクリア GIF または Web ビーコンを配置す
る前に、閲覧者から合意を取り付けること、とします。

このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、
IBM の『IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』
http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ・ビーコン、
その他のテクノロジー』を参照してください。
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